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はじめに
　海陽町防災のしおりは町内で起こりうる水害、土砂災害、津波、地震
などの自然災害や避難所などの情報をまとめたものです。
　皆さま一人ひとりが身近にある災害の危険を知り、いざという時に
冷静に行動できるよう、日頃から備えておきましょう。
　また、しおりには洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、津波
ハザードマップを掲載しており、被害の想定範囲や避難所などを示して
います。
大切な命を守るために、ハザードマップをぜひ活用してください。

海陽町を流れる清流海部川の妖精。頭の山と流れる川がチャームポイント。
特技は大きなお腹をふるふる揺らすこと。

「海陽町防災のしおり」は
「ふるさと納税」を活用し作成しました。

海陽町イメージキャラクター「ふるるん」

●自宅や学校、職場など、地域にどんな災害の危険性があるか
確認しましょう。

●自宅などからの最寄りの避難所、避難場所、避難経路を確認し、
災害時の避難行動を考えましょう。

●家庭や職場、地域での自助、共助の取組にハザードマップを
利用しましょう。
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目次 避難所一覧

浅川漁村センター
旧浅川小学校（浅川町民体育館）
海陽町役場　海南庁舎　２階
海南小学校
海陽中学校
海部高等学校
松原公民館
浜崎地区集会所兼避難所
まぜのおか体育館
海南文化村
海南子ども館
川上集会所
旧川上小学校（神野町民体育館）
小川集落センター
平井集落センター
相川健康管理センター
大内生活改善センター
鞆浦福祉会館
海陽町役場　海部庁舎（海部公民館２階以上）
海部小学校　２階以上
海部文化センター　 ２階
野江老人憩いの家　２階以上
野江町民体育館
海陽町役場　宍喰庁舎（町民センター） ３階
宍喰中学校　３階以上
宍喰小学校
日比原センター
日山会館
馳馬集会所
八山集会所
中里農業構造改善センター
広岡集会所
角坂集会所
小谷集会所
塩深集会所
小谷西集会所
船津公民館
久尾公民館
竹ヶ島改善センター　２階
那佐集会所　２階
正梶集会所
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施設名 電話番号番号

指定避難所（災害区分別）　〇…避難所指定　×… 利用不可　－… 利用外　★…拠点避難所（案）　△…崩壊対策工事済

防災のしおり
●避難所一覧

●公共施設等一覧

　　　 ●水位情報周知河川／海部川・宍喰川洪水浸水想定区域図（計画規模）

　　　 ●～水害～

　　　 ●～土砂災害～

　　　 ●水害・土砂災害避難情報（5段階の警戒レベル）

　　　 ●避難情報の伝達について

　　　 ●南海トラフ地震

　　　 ●南海トラフ地震臨時情報

　　　 ●地震発生後の避難行動マニュアル

　　　 ●～津波～

●非常持出品・備蓄

●災害伝言ダイヤル・伝言板

●いざという時の応急処置

●地域防災
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図面の配置【洪水ハザードマップ】
①海南地区（相川・若松）

②海南地区（相川）
　海部地区（大井）

③海南地区（熟田・吉野）
　海部地区（吉田・富田）

④海南地区（大里・四方原・多良）

⑤海部地区（芝・中山・野江）

⑥海部地区（奥浦・高園・鞆浦）
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公共施設等一覧

この図は指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である、海
部川は概ね50年に１回程度、宍喰川は概ね30年に1回程度起こる大雨【海部川流域の6時間総雨量294ｍｍ、宍喰
川流域の24時間総雨量423ｍｍ】が降ったことにより、海部川及び宍喰川が氾濫した場合に想定される浸水の状況を
シミュレーションにより予測したものです。

なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊に
よる氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水による氾濫等を考慮
していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域
においても浸水が発生する場合や、想定される浸水深と異なる
場合があります。

水位情報周知河川

海陽町役場 海南庁舎

海陽町役場 海部庁舎

海陽町役場 宍喰庁舎

海陽町役場 浅川出張所 

海陽町役場 川上出張所

海南文化村

松原ふれあい会館

海部文化センター

樫木屋集会所
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であり、一般の避難所での生活に支障をきたす障がい者
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対象となる水位周知
河川
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水害 土砂災害

洪水による水の流れが場所によっては
相当速いことが予想されます。避難時
には、その水流
の速さにも十分
注意するととも
に、２人以上での
行動を心がけま
しょう。

地面にしみ込んだ雨水が土の抵抗力
を弱め、弱くなった斜面が突然崩れ
落ちる。日本で最も多い土砂災害
で、人家の近くでも発生するため、逃
げ遅れて犠牲になる人も多い。

避難勧告や避難指示があった場合に
は、本冊子に掲載してある避難所に
避難しましょう。なお、指示された避
難所への避難が困難な場合、または、
雨の降り方や浸水状況により身に
危険を感じた場合には、
近くの頑丈な2階建て
以上の建物に自主的に
避難しましょう。

土砂災害は予測が難しく、避難勧告の発令が間に
合わないことも…。自分の命、家族の命を守るため
には早めの避難が重要です。

高齢者や子ども、病気の人は、
早めの避難が必要です。近所
の高齢者や子ども、病気の人な
どの避難に協力しましょう。

高齢者などの避難にご協力を

命を守るために知っておきたい3つのポイント
1
2
3

住んでいる場所が「土砂災害」が起こりやすい場所かどうか確認を。
雨が降り出したら「土砂災害警戒情報」に注意。
少しでも危険を感じたら迷わず避難を。

山崩れ・崖崩れが起きやすくなり、危険地帯で
は避難の準備が必要
都市では下水管から雨水があふれる



6 7

水害 土砂災害

洪水による水の流れが場所によっては
相当速いことが予想されます。避難時
には、その水流
の速さにも十分
注意するととも
に、２人以上での
行動を心がけま
しょう。

地面にしみ込んだ雨水が土の抵抗力
を弱め、弱くなった斜面が突然崩れ
落ちる。日本で最も多い土砂災害
で、人家の近くでも発生するため、逃
げ遅れて犠牲になる人も多い。

避難勧告や避難指示があった場合に
は、本冊子に掲載してある避難所に
避難しましょう。なお、指示された避
難所への避難が困難な場合、または、
雨の降り方や浸水状況により身に
危険を感じた場合には、
近くの頑丈な2階建て
以上の建物に自主的に
避難しましょう。

土砂災害は予測が難しく、避難勧告の発令が間に
合わないことも…。自分の命、家族の命を守るため
には早めの避難が重要です。

高齢者や子ども、病気の人は、
早めの避難が必要です。近所
の高齢者や子ども、病気の人な
どの避難に協力しましょう。

高齢者などの避難にご協力を

命を守るために知っておきたい3つのポイント
1
2
3

住んでいる場所が「土砂災害」が起こりやすい場所かどうか確認を。
雨が降り出したら「土砂災害警戒情報」に注意。
少しでも危険を感じたら迷わず避難を。

山崩れ・崖崩れが起きやすくなり、危険地帯で
は避難の準備が必要
都市では下水管から雨水があふれる



8 9

［水害・土砂災害］避難情報と防災気象情報

早めの避難を！ 水害・土砂災害5段階の警戒レベル
●各種の情報は、警戒レベル1～5
の順番で発表されるとは限りま
せん。状況が急変することもあり
ます。

●警戒レベル5ではすでに災害
が発生しています。また、必
ず発令されるものではありま
せん。警戒レベル3や警戒レ
ベル4で、安全・確実に避難
しましょう。

海陽町では、避難情報をスマートフォン・携帯電話に一斉に送信する
「緊急速報メール」を導入しています。受信設定が必要な機種がありま
すので、あらかじめ確認しておいてください。

避難に備え、ハザー
ドマップ等により、自
らの避難行動を確認
しましょう。

災害への心構えを高
めましょう。

速やかに避難先へ避
難しましょう。
公的な避難場所まで
の移動が危険と思わ
れる場合は、近くの
安全な場所や自宅内
のより安全な場所に
避難しましょう。

避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障がい
のある方、乳幼児等）
とその支援者は避難
をしましょう。その他
の人は、避難の準備
を整えましょう。

すでに災害が発生し
ている状況です。
命を守るための最善の
行動をとりましょう。

避難準備・
高齢者等避難
開始

洪水注意報
大雨注意報等

早期注意情報 避難勧告
※避難指示（緊急）
（※地域の状況に応じ
て緊急的または重ね
て避難を促す場合等
に発令）

災害発生情報
災害が実際に発生し
ていることを把握した
場合に、可能な範囲で
発令

●避難情報等

1 2 3 4 5

避
難
行
動
等

避
難
情
報
等

警 戒 レ ベ ル

●防災気象情報 警戒レベル相当情報（例）

これらは、住民が自主的に避難行動をとるために参考となる情報です。

警戒レベル3相当情報

氾濫警戒情報
洪水警報　等

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　等

氾濫発生情報
大雨特別警報　等

警戒レベル4相当情報 警戒レベル5相当情報

市 町 村 が 発 令気 象 庁 が 発 表

高齢者等
は避難

全員
避難

避難情報の伝達

気象警報・注意報、雨雲などの動き、洪水・土砂災害・
浸水害などに関する情報
https://www.jma-net.go.jp/tokushima/

洪水浸水想定区域、津波災害警戒区域、土砂災害
警戒区域等の最新状況
https://maps.pref.tokushima.lg.jp/

水害リスクマップ、土砂災害リスクマップなど
https://www.sabo.pref.tokushima.lg.jp/map/

海陽町防災のしおりに掲載されている内容
https://www.town.kaiyo.lg.jp/

気象庁徳島地方
気象台

徳島県総合地図
提供システム

徳島県水防・砂防
情報マップ

海陽町ホームページ

風
水
害・地
震
等
の
災
害
発
生

風
水
害・地
震
等
の
災
害
発
生

町
　民

気象庁

徳島県

町役場
（災害対策本部）

報道機関

徳島地方
気象台

広報車・防災無線

電話 電話
戸別訪問

緊急速報メール

テレビ・ラジオ

自主防災組織

緊急速報メールについて

入手できる防災気象情報
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太平洋

西側

東側

地震発生
頭を保護して
机の下など
頑丈な場所に
隠れる

揺れを感じたらまず身を守る行動を

２
時
間
程
度
〜
１
週
間※

２
週
間
〜

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の
地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性

・警戒措置を解除し、さらに１週間、
　地震への注意措置をとる。

日頃からの 地震への
備えを再確認 する等
津波からの避難が間に
合わない一部の地域
では引き続き１週間
　　　　避難を継続

家庭で
ブロック塀や電柱、
自動販売機など、
倒れる危険のある
場所から離れる

屋外で
津波の発生・襲来
に備えて、安全な
場所に避難する

沿岸部で

時間差で発生する巨大地震に備えましょう
～南海トラフ地震臨時情報～

1854年

1854年

1944年

1946年

M8.6 M8.2

M8.7 M8.4

〔 過去事例 〕

約32時間後

安政南海地震 昭和南海地震

安政東海地震 昭和東南海地震

南海トラフ巨大地震
の想定震源域

約２年後

日頃からの地震への
備えを再確認 する等

日頃からの地震への
備えを再確認 する等

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない ことに留意

突
然
の
揺
れ

国からの
呼びかけ等に
従って行動を

※

ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
観
測
さ
れ
た
場
合
は
、そ
れ
が
収
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
ま
で

発
生
後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

地震は一度では終わらないかも
～時間差で起きる場合も～

※Mはモーメントマグニチュード
※西側で先に大規模地震が発生する可能性もあります。 ※１　想定震源域のプレート境界で M8.0 以上の地震が発生

※２　想定震源域、またはその周辺で M7.0 以上の地震が発生（ただし、プレート境界の M8.0 以上の地震を除く）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

・南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に
　気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。
・政府や地方公共団体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

通常の生活。ただし、
大規模地震が起きる
可能性がなくなった
わけではないことに
留意

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

１
週
間
〜
２
週
間

地震の発生に注意しな
がら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではないこと
に留意

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

防災対応をとる必要あり 必要なし

プレート境界の
M8.0 以上の地震（※１）

M7.0以上の
地震（※２）

ゆっくりすべり
（※３）

それ以外

指定基準の概要

防災体制の確保、
過去の被災履歴への配慮

津波高３ｍ以上で
海岸堤防が低い地域

震度６弱以上の地域

南海トラフ地震が発生したら・・・

地震発生後の防災対応の流れ

発生から5分～30分後

　南海トラフ地震の発生に伴い、関東から四国・九州にかけて極めて広い範囲で著しい
災害が生じるおそれがあります。特に沿岸部では津波による甚大な被害が生じる可能性
があります。大きな被害が見込まれる地域では、南海トラフ地震に備える必要があります。

南海トラフ地震で
大きな被害が
見込まれる地域
南海トラフ地震
防災対策推進地域
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南海トラフ地震 ～その時の備え～ 南海トラフ地震 臨時情報

（半割れ）
（一部割れ）
（ゆっくりすべり）

・南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に
　気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。
・政府や地方公共団体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

内閣府「南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応リーフレット」より転載

※１　想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地震が発生（半割れ）
※２　想定震源域、またはその周辺でM7.0以上の地震が発生（ただし、プレート境界のM8.0以上の地震を除く）（一部割れ）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など（ゆっくりすべり）
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南海トラフ地震
防災対策推進地域

10 11

南海トラフ地震 ～その時の備え～ 南海トラフ地震 臨時情報

（半割れ）
（一部割れ）
（ゆっくりすべり）

・南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に
　気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。
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※１　想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地震が発生（半割れ）
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地震発生後の避難行動マニュアル

https://www.data.jma.go.jp/
svd/eew/data/nc/

https://www.jma.go.jp/
緊急地震速報について

気象庁ホームページ

緊急地震速報は、地震の
発生直後に各地での強い
揺れの到達時刻や震度
を予想し、可能な限り素
早く知らせる情報のこと
です。

○「緊急地震速報」は、震源近くで地震
（P波、初期微動）をキャッチし、位
置、規模、想定される揺れの強さを
自動計算します。
地震による強い揺れ（S波、主要動）
が始まる数秒～数十秒前に、素早く
お知らせします。

○ただし、震源に近い地域では、「緊
急地震速報」が強い揺れに間に合わ
ないことがあります。
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津波 非常持出品・備蓄

●強い地震（震度4程度以上）を感じたとき又は弱い地震であっても長い時間
ゆったりとした揺れを感じたときは、直ちに海浜から離れ、急いで安全な場
所に避難しましょう。その際、時間的な猶予がある限り、できる限り高く安全
な場所を目指すという姿勢が重要です。
●地震を感じなくても、津波警報が発表されたときは、直ちに海浜
から離れ、急いで高台などの安全な場所に避難しましょう。

●避難にあたっては、徒歩によること
を原則とします。
●正しい情報をラジオ、テレビ、広報
車、防災行政無線などを通じて入
手してください。

●津波注意報でも、海水浴や磯釣りは危険なので行わない
でください。
●津波は繰り返し襲ってくるので、警報、注意報解除まで気
をゆるめないでください。
●津波は第一波よりも第二波以降の方が大きくなる可能性
があります。
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災害用伝言ダイヤル・伝言板 いざという時の応急処置

震度６弱以上の地震など大災害発生時に利用可能となるNTTの災害用伝言ダイヤルサービス。
家族や友人が被災した場合の安否確認や連絡に役立ちます。

大規模災害などの発生時に、携帯電話・スマートフォン・パソコンなどを利用して伝言の登録・確認が
できる伝言板です。災害時は各社の公式サイトのトップ画面に災害用伝言板の案内が表示されます。

災害用伝言板の使い方 文字情報

音声

NTT西日本が提供し、パソコンでも使える「WEB171」もあります。

登録方法
それぞれのアクセス先のメニューに従って入力して
ください。

「災害用伝言板」を選択

「登録」を選択

「無事です」などの状態の選択と
100 字以内のコメントを入力

「登録」を押して完了

確認方法
それぞれのアクセス先のメニューに従って入力して
ください。

「災害用伝言板」を選択

「確認」を選択

 安否を確認したい人の
 携帯電話番号を入力

「検索」を押して確認したい
 伝言を選択

1

2

3

4

1

2

3

4

救急車が現場に到着するまでの間、救急現場
に居合わせた人が応急手当をすることにより、
その人の命を救える可能性が高くなります。か
けがえのない命を救うためにも救命技術を身
に付けましょう。講習については消防署にお問
い合わせください。
みんなで積極的に受
講し、応急手当の方
法を覚えましょう。
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地域  防災

自主防災組織とは

自助
共助

地域住民が「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識を共有して、自主的な
防災活動を行う組織。

自主防災活動は、「平常時の活動」と「災害時の活動」に分けられます。

町内会や自主防災組織
で協力し合う

公助
行政や防災関係機関
による救助・援助等

自分の命は自分で守る

自助＋共助の地域防災力と公助で
被害を抑えることが重要

●自主防災活動の内容

平常時の活動

危険箇所の点検、確認
連絡網の整備
防災用資機材の備蓄、管理

1.地域内の安全点検
初期消火活動

1.初期消火

倒壊家屋からの住民の救出
2.救出救護

住民の安否確認、情報収集
役場、警察、消防などへの被害通報や情報伝達

3.情報の収集、伝達

災害時要援護者の避難支援
4.避難誘導

避難所の運営、管理
炊き出し

5.避難所の管理、運営

防災研修、防災学習会の実施
2.防災知識の普及、啓発

住宅の耐震化や家具の転倒防止
家庭内備蓄の普及促進

3.防災対策の検討

避難訓練、消火訓練、
救急救命訓練、避難所運営訓練

4.防災訓練

災害時の活動
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①海南地区（相川・若松）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。

©NTT空間情報

洪水浸水想定区域

0.5ｍ未満
0.5ｍ～3.0ｍ
3.0ｍ～5.0ｍ
5.0ｍ～10.0ｍ
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③海南地区（熟田・吉野）
　海部地区（吉田・富田）

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区域及び浸水した場合に想定される
水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨
に伴う洪水により氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測して
います。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を
超える降雨、高潮、内水による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域
に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される浸水深と
異なる場合があります。
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に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される浸水深と
異なる場合があります。
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洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
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海陽町役場 海部庁舎
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⑥海部地区（奥浦・高園・鞆浦）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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海陽町役場 海南庁舎

浜崎地区集会所兼避難所
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⑦宍喰地区（尾崎・芥附）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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日比原センター

中里農業構造改善センター

広岡集会所
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⑦宍喰地区（尾崎・芥附）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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3534

⑧宍喰地区（久保・宍喰浦・日比原）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。

避難所
海陽町役場 宍喰庁舎
（町民センター） ３階

宍喰中学校 ３階以上

日比原センター

正梶集会所

2424

2525

2727

4141

要配慮者利用施設
老人保健施設 ジャンボ緑風会

グループホーム ぽかぽか

アットホーム元気

宍喰ドリーム館

宍喰保育所

デイサービスセンター わしずみ荘

1111

1212

1313

1414

1515

1616
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3534

⑧宍喰地区（久保・宍喰浦・日比原）
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について
●この図は、海部川及び宍喰川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定最大規模降
雨【海部川流域の6時間総雨量511ｍｍ、宍喰川流域の24時間総雨量1,175ｍｍ】による洪水浸水想定区
域及び浸水した場合に想定される水深を表示したものです。（徳島県作成）

●指定時点の海部川及び宍喰川の河道の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により氾濫し
た場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測しています。

●なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、想定を超える降雨、高潮、内水
による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生
する場合や、想定される浸水深と異なる場合があります。
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〒775-0295　海陽町大里字上中須128番地
TEL：0884-73-4163

この防災のしおりに関するお問い合わせは
海陽町役場 危機管理課



〒775-0295　海陽町大里字上中須128番地
TEL：0884-73-4163

この防災のしおりに関するお問い合わせは
海陽町役場 危機管理課
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保管してください。

海陽町 令和2年3月作成

改訂版
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突然やってくる災害、あわてないためにすぐに記入しよう！
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